







にない。今回、小笠原村父島字小曲の八ツ瀬川水系の 4 地点において 2012 年から 2015 年
までの 4 年間、断続的に調査を行った。その結果、多毛類 2 種および広分布種と考えられ
る貧毛類 11 種を確認した。長谷橋付近から長谷川下流部までの 3 地点で確認された貧毛類
群集は、本州における平地の浅い富栄養湖の種構成と共通していた。また、この 3 地点で




小笠原諸島は、東京から南へおよそ 1,000 km に位置する亜熱帯の島嶼である。その豊か
で独特な自然は高く評価され、2011 年 6 月には世界遺産に登録された（環境省、2011）。
そしてその自然は数多くの生物学者を魅了し、小笠原諸島においてはこれまで多くの生物
調査が実施されてきた。淡水域の底生動物が調べられた事例だけでも、友国・佐藤（1978）、
Kato & Takeda（1981）、Komai et al.（2006）、苅部（2009）、小林・佐竹（2009）、佐々木






















されているが（Struck et al., 2011; Weigert et al., 2014; Struck et al., 2015; 佐藤・狩野、
2016）、本文中では従来の分類体系に従い、貧毛綱とされてきた分類群を貧毛類、多毛綱と
されてきた分類群を多毛類として扱う。





合流部（長谷川・時雨川合流部から上下 20 ～ 30 m の範囲）に設定した（図 1、 2）。これ
ら 4 地点の塩分濃度は、2015 年 11 月の満潮時および干潮時の計測では、長谷川の 3 地点
で 0‰、合流部では干潮時には 0‰、満潮時には 2‰であった。塩分濃度の計測には、直読
式総合水質計 AAQ-RINKO（JFE アドバンテック株式会社製）を用いた。4 地点の河床底
質は、いずれも主に直径 2 mm から 2 cm 程度の細礫から直径 5 ～ 10 cm 程度の粗礫を中
心に構成されていた。調査は、長谷川長谷橋付近では 2012 年 9 月と 11 月、2013 年 6 月、
2014 年 2 月と 9 月、2015 年 2 月、7 月と 11 月、長谷川中流部では 2012 年 9 月と 11 月、
長谷川下流部では 2013 年 6 月、2014 年 2 月と 9 月、2015 年 2 月、7 月と 11 月、合流部で
は、2014 年 9 月、2015 年 2 月、7 月と 11 月に行った。1 地点で１回当たり 30 分程度の間、
定性的に採集を行った。採集には、目合い 0.5 mm の D フレームネットやサーバーネット



















本調査の結果、多毛類 2 種、貧毛類 11 種が確認された（表 1）。
長谷橋付近と長谷川中流部、長谷川下流部の 3 地点で個体数が多かった種は、未成熟個
体や破損個体であったために種を確定できなかったミズミミズ科を除けば、ミズミミズ科
に属する貧毛類のエラミミズ Branchiura sowerbyi （Beddard, 1892）（図 3C、D）とユリミ
ミズ Limnodrilus hoffmeisteri （Claparède, 1862）（図 3G）、次いで多かった種は同じくミ
ズミミズ科に属する Allonais inaequalis（Stephenson, 1911）（図 3A、B）やウチワミミズ
Dero digitata（Müller, 1773）（図 3E、F）であった。ユリミミズの陰茎鞘の形態は “plate-
表 1　父島の 4 地点から確認された淡水性多毛類・貧毛類とその個体数
St. 長谷川・長谷橋付近 長谷川 中流部 長谷川下流部 合流部
year 2012 2013 2014 2015 2012 2013 2014 2015 2014 2015




     Ceratonereis (Composetia) sp.　和名なし + + 7 ++
     Namalycastis sp.　和名なし 6 1 2
貧毛類
 イトミミズ目
   Enchytraeidae ヒメミミズ科
     Cernosvitoviella sp.　ミジンヒメミミズ属 1
     Fridericia sp.　ハタケヒメミミズ属 2 4 1
     Marionina sp.　ミズヒメミミズ属 4
     Enchytraeidae　ヒメミミズ科 1 1 8
   Naididae ミズミミズ科
     Allonais inaequalis (Stephenson, 1911)　和名なし ++ + + + ++ + + + 1 +
     Aulophorus sp.　スエヒロミミズ属 1
     Branchiura sowerbyi Beddard, 1892　エラミミズ ++ + + ++ + + ++ 2 ++ ++ 4 + + + 3 +
     Dero digitata (Müller, 1773)　ウチワミミズ 1 ++ 8 1 + 2 ++ +
     Limnodrilus hoffmeisteri Claparède, 1862　ユリミミズ + 1 ++ 9 3 6 + 3 2 3 1 + 7
     Nais communis Piguet, 1906　ナミミズミミズ 4
     Nais variabilis Piguet, 1906　ミズミミズ 2 +
     Nais sp.　ミズミミズ属 +
     Pristina proboscidea Beddard, 1896　和名なし + 8
     Naididae　ミズミミズ科（未成熟および破損） ++ ++ ++ ++ + + ++ 6 ++ ++ 1 ++ ++ ++ ++ +




イ科に属する多毛類の Ceratonereis （Composetia）属の一種（図 4A、B）およびミズミミ
ズ科に属する貧毛類の A. inaequalis、種不明のヒメミミズ科の一種、Pristina proboscidea 
（Beddard, 1896）、そしてゴカイ科に属する多毛類の Namalycastis 属の一種（図 4C、D）














ズ属 Fridericia、ミズヒメミミズ属 Marionina の成熟個体が得られたものの、分類形質が
不明瞭であったため、種を確定できなかった。また、表１においてミズミミズ科のスエヒ
ロミミズ属 Aulophorus（剛毛等が破損した微小な 1 個体のみ）、ミズミミズ属 Nais、ミズ
ミミズ科 Naididae、ヒメミミズ科 Enchytraeidae とした標本は、破損していたか未成熟で
あったため、科や属までしか同定できなかった。
各調査地点から確認された大型底生動物としては、長谷橋付近と長谷川中流部、下流部
においては、オガサワラカワニナ Stenomelania boninensis （Lea, 1856）やヤマトヌマエビ
Caridina multidentata Stimpson, 1860、ヒライソモドキ Ptychognathus glaber Stimpson, 
1858、ユスリカ属の一種などが同所的に確認されたが、いずれの地点においても調査時期
を問わず貧毛類が優占し、底生動物相の大部分を占めていた。合流部では、多毛類の
Ceratonereis （Composetia）属の一種および Namalycastis 属の一種以外にオガサワラコテ
ナガエビ Palaemon ogasawaraensis Kato & Takeda，1981 やヌノメカワニナ Melanoides 
tuberculata（Müller、 1774）、ヒライソモドキ、オガサワラクロベンケイガニ Chiromantes 










今回確認された多毛類の Ceratonereis （Composetia）属および Namalycastis 属は、これ
まで海外の淡水や汽水域から多くの記録があり（Fiege & Damme, 2002; Glasby, 1999; 














する点、エラミミズが混じる点で、霞ヶ浦や諏訪湖、琵琶湖南湖（Ohtaka et al., 1990; 






る Allonais inaequalis やウチワミミズなどが比較的多く生息していた。このことは、父島
の水生多毛類・貧毛類相の特徴の一つと言えるだろう。父島はこれまで大陸と地続きに
なったことのない海洋島であり、今回確認された種の中でも特に淡水性の水生貧毛類はい
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